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島根県教育委員会では、平成 8年度から大田市（旧 温泉津町、仁摩町を含

む）とともに、石見銀山遺跡の解明を目的とした発掘調査・文献調査・科学調

査などからなる総合調査を実施しています。

これまでの調査により、石見銀山における銀生産が日本のみならず東アジア

の政治・経済に大きな影響を与え、また東アジアとヨーロッパとの文化的交流

にも大きく貢献したことが明らかとなってきました。

このような成果を基に、平成18年 1月に日本国政府から国連教育科学文化機

構の世界遺産センターヘ石見銀山遺跡の世界遺産登録推薦書が正式に提出され、

平成19年6月の世界遺産委員会での審議の結果、「石見銀山遺跡とその文化的景

観」として世界遺産リストヘの記載が決議さました。

しかし、世界遺産としての価値は認められましたが、まだまだ未解明の部分

が残っているのも事実です。そのため現在も継続して調査が行われており、今

年度も発掘調査をはじめ各種の調査が行われました。

本書はそのうち、石造物調査の成果をまとめたものです。今回の調査では、

江戸時代初期から近代までの石造物が確認され、温泉津地区における石造物の

あり方を知る上での新たな資料を得ることができました。

この調査に際しまして、ご協力いただきました西念寺および地元の方々など

関係者のみなさまに心からお礼申し上げるとともに、本書が今後の調査研究及

び整備活用等の基礎的な資料として活用されれば幸いに存じます。

平成20年 3月

島根県教育委員会

教育長藤原義光



例 言

1. 本書は、石見銀山遺跡総合調査の一環として、平成19年度に実施した石造物調査の報告書であ

る。

2. 調査した場所は以下のとおりである。

（悉皆調査）

西念寺大田市温泉津町

（分布調査）

温泉津地区

3. 調査は次の組織で実施した。

石見銀山遺跡調査整備委員会（平成19年12月まで）

田中 琢（元奈良国立文化財研究所所長）

青柳正規（国立西洋美術館館長）

牛川 喜幸（元京都橘大学教授）

勝部 昭（元島根県教育委員会教育次長）

斉藤英俊（筑波大学大学院教授）

佐伯 裕治 (DOWAホールディングス（樹取締役）

高橋美也子（帥大田市体育・公園・文化事業団理事）

田中 圭ー（元筑波大学教授）

田中義昭（元島根大学教授）

藤岡 大拙 (NPO法人出雲学研究所理事長荒神谷博物館館長）

村上 隆（奈良文化財研究所都城発掘調査部上席研究員）

小林 准士（島根大学法文学部助教授）

竹腰創ー（島根県大田市長）

※なお、調査整備委員会は平成20年 1月に調査活用委員会へと改組している。

事務局（平成19年度）

野村純一（教育庁参事）

ト部吉博（文化財課長）

和田 謙一（文化財課世界遺産登録推進室長）

椿 真治（同主幹）

佐々木慎二（同主幹）

和田守弘（同主任）

太田俊介（同主任）

中木紗友美（同嘱託）

石造物調査指導者

田中 義昭（島根県文化財保護審議会委員）

池上 悟（立正大学文学部教授）

黒崎寿政（同文化財GL)

林原幹治（同室企画幹）

大矢根久和（同主幹）

引野佳幸（同企画員）

目次謙ー（同文化財保護主任）

田原淳史（同文化財保護主任）



宮本徳昭（石造物調査員）

調査参加者（所属は調査当時）

現地調査

（石造物調査指導者）

（島根県教育委員会）

（大田市教育委員会）

田中義昭 池上 悟 宮本徳昭

田原淳史

長嶺 康典（大田市石見銀山課調査係長）

新川 隆（同調査補助員）

尾村 勝（同調査補助員）

松尾賢二（同調査補助員）

湯川 登（同調査補助員）

（立正大学考古学研究室） 松田 慎司

報告書作成 現地調査員難波夏枝（整理作業員）

4. 調査においては下記の方々から多くのご教示・ご指導を頂いた。記して謝意を表したい。

西念寺住戦 仲野義文（石見銀山資料館館長） 鳥谷芳雄（文化財課古代文化センター主幹）

5. 実測図・写真・拓本等は島根県教育委員会において保管している。なお、デジタルデータにつ

いては大田市教育員会において保管している。

6. 本書の執筆は目次に明記した。

凡 例

•西念寺墓地に存在する石造物のうち、今年度調査を実施した石造物について掲載した。

•各石造物の規模は、基本的に全高及び最大幅をcm単位で記載したが、欠損している場合は残存し

ている規模を現存高または各部材毎の高さで記載した。

・銘文の欠損等は、文字の個数がわかる部分はロロ、判読不能部分及び文字の存在が推定されるも

のの、銘文の上下が欠損して字数が不明な場合は ］（上欠）、［ （下欠）と示した。また

推測できる文字は口内に入れて表示した。

・歴代住持及び有縁者以外の戒名及び名字の部分は000とした。

・掲載していない石造物についても台帳は保管し、今後の研究の資料とした。
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第 1章調査の目的・対象・経緯

1 . 調査の目的

石見銀山遺跡は中世から近世（特に戦国時代か

ら近世）、さらには近代へと長期にわたって形成

された遺跡である。石見銀山遺跡では開発から閉

山にいたるまでに、繁栄期・停滞期・衰退期の

あったことが明らかになってきているが、この歴

史過程を、遺物や遺構といった考古学的事実に即

して詳細に明らかにするとともに、さまざまな側

面から鉱山遺跡としての特性を把握することによ

り、石見銀山の実態に迫ることが求められてい

る。

本遺跡における石造物調査は、銀山の開発に関

わった人々の信仰や葬送儀礼、社会の営みとその

変遷を明らかにすることにより、それに資するこ

とを目的として実施している。

2. 調査の対象

一概に石造物といっても、

①墓碑、石塔、石仏などの信仰関連石造物

②石臼や要石などの生産関連石造物

③街道沿いの道標などの交通関連石造物

④石切り場など生産地・流通関連石造物

など多種多様なものが認められる。それら全てが

石造物調査の対象となることは言うまでもないこ

とであるが、現実には限られた時間・人員等の制

約も多く、全てを調査することは困難である。

したがって、本石造物調査においては、上記の

4つの区分のうち、銀山の操業に直接または間接

的に関わった武士・鉱夫・職人・商工業者とその

家族等の存在ぶりを具体的に物語る資料であり、

鉱山の盛衰（人口の増減等）がより直接的に反映

されていると考えられる①の信仰関連石造物を主

な対象として重点的に調査を実施し、先に挙げた

目的に迫ることとした。

3. 調査の経緯

石造物調査（墓石）は、島根県教育委員会が石

見銀山遺跡総合整備計画策定のために、昭和59~

61年度に徳善寺跡などについて、天正から慶長年

間の紀年銘が存在する墓石を中心に一部の確認調

査を実施したことがその始まりである。

平成 9• 10年度には石見銀山遺跡総合調査の一

環として石造物調査が実施されることとなり、仙

ノ山山頂周辺の石銀地区と龍源寺間歩上・妙本寺

上墓地の調査が実施された。この調査では、石造

物のグルーピングを心がけ各群の規模と石造物の

種類、あるいはその消長を押えるため、紀年銘が

ある墓石の調査を重点的に進められたが、墓石調

査地の選定を発掘調査と連携した結果、天正や文

禄年間の紀年銘のある古い墓石の存在する地区は

生活していた時期も古い可能性が高いことが明ら

かになり、発掘調査箇所の選定にも有効であるこ

とが判明した。

こうした石造物調査の有効性が確認されたこと

から、調査の継続と計画の必要性が、石見銀山遺

跡発掘調査委員会により指摘され、平成11年度か

らは以下の 3つの調査を総合的に行うこととなっ

た。

①鉱山全体の石造物の傾向や変遷を把握し、悉皆

調査の必要な箇所を判断する材料を得るための

分布調査。

②特徴的な墓地について、構造や変遷を把握する

ための詳細な悉皆調査。

③発掘調査等で得られた成果と関連付けるため

の、発掘調査地周辺の石造物やその他の資料に

ついて関連調査。

これら 3つの調査のうち悉皆調査については、

①銀山地区・大森地区に位置する

②群としてのまとまりが明確に把握できる

③アクセスが容易である
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④調査環境が比較的よい

などの条件を満たした墓地のうち、重点的に本遺

跡の最盛期と言われている戦国時代から江戸時代

前半の墓地を選び、継続的に調査する計画をたて

た。

この方針に基づき、石造物調査は平成11年度か

ら分布調査・悉皆調査•関連調査の組み合わせに

よって行われるようになり、妙正寺跡の悉皆調査

を皮切りに 6箇所の寺院墓地を中心とする調査、

及び銀山柵内・大森地区の分布調査が実施され

た。これらの調査成果については、既に報告書が

刊行されている。

平成16年度にはそれまでの調査成果をまとめ、

検討を加えた報告書も刊行され、銀山柵内・大森

地区における石造物調査は一定の成果を得るに

至っている。

その後、平成17年度からは港や街道など周辺部

における石造物の実態を把握するため、温泉津地

区における調査が開始されることとなり、これま

でに恵光寺、西念寺の悉皆的調査と分布調査が行

われた。

（註）

1 島根県教育委員会•島根県文化財愛護協会『石見銀

山遺跡総合整備計画策定報告書』 1987

2 島根県教育委員会 他「城跡調査・石造物調査・間

歩調査編」『石見銀山」第 3分冊 1999年

3 島根県教育委員会・大田市教育委員会「石見銀山遺

跡石造物調査報告書 1一妙正寺ー』 2001

4 島根県教育委員会・大田市教育委員会『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 2ー龍昌寺跡ー』 2002

5 島根県教育委員会・大田市教育委員会『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 3ー安養寺・大安寺・大龍寺

跡・奉行代官墓所外ー」 2003

6 島根県教育委員会・大田市教育委員会「石見銀山遺

跡石造物調査報告書 4ー長楽寺跡・石見銀山附地役

人墓地（河島家・宗岡家一』 2004

7 島根県教育委員会・大田市教育委員会『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 5一分布調査と幕石調査の成

果ー』 2005
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第2章石見銀山遺跡と温泉津の歴史

石見銀山の歴史は延慶 2 (1309)年の大内氏に

よる発見後、大永 6 (1526)年の神屋寿禎による

再発見からとされているが、温泉津の成立につい

ては明らかとなっていない。

「温泉」の地名は平安時代の『和名類衆抄』に

すでに「温泉郷」の文字が見え、温泉津を含む一

帯が比定されている。その後、温泉津を含む温泉

郷は櫛島の櫛山城を拠点とする温泉氏により支配

されたとされるが、その実態については明確では

ない。

銀山開発初期の銀積み出し港は、仁摩の柄ヶ

浦、古柳などとされ、当初は温泉津は主要港では

なかったと言われている。しかし、温泉津沖泊に

所在する恵比須神社は16世紀代に遡る古建築であ

ることが明らかとなり、建立が、大永 6 (1526) 

年と伝えられることから、銀山開発初期段階では

すでに港湾施設として機能していたことが指摘さ

れている。

温泉津が港湾施設として資料等で確認できるの

は、毛利氏が石見に進出し、石見支配の拠点の一

つとしてからと言われる。

具体的には永禄 4 (1561)年、毛利元就が石見

銀山の攻防及び、尼子氏攻略のため温泉津に吉川

元春を進駐させ、銀山への兵糧運搬の準備をさせ

たことに始まり、次の年には石見銀山を完全掌握

している。その後、銀山地内と温泉津には奉行人

が配置されており、温泉津にはさらに永禄13

(1570)年頃に鵜丸城を築城している。毛利氏は、

温泉津沖泊の港湾機能の高さを重視し、温泉津・

沖泊を一体的に整備しており、湾の入り口には鵜

丸城の他に櫛山城、笹山城を配し、防御を固めて

いる。

毛利氏による支配は、豊臣氏との銀山の共同管

理時期を含め慶長 5 (1600)年の関ヶ原の戦いま

で続き、この間、港湾施設としての基礎が整備さ

れ、銀の積み出し港、物資の搬入搬出の主要港と

して位置付けられている。また、軍事的・政治的

拠点としての機能も強化され、毛利氏の重要拠点

の一つとして港湾都市へと発展している。これと

共に、銀山から降路坂を越え、西田を経て温泉

津・沖泊へ至るいわゆる温泉津沖泊道も整備さ

れ、銀山への物資の大量輸送が温泉津を中継基地

として行われるようになる。

関ヶ原の戦い以後はいち早く徳川氏の直轄地と

なり、 11月には徳川氏の代官頭である大久保長安

が石見に着任し、翌慶長 6 (1601)年に初代銀山

奉行となっている。この大久保長安によっても、

温泉津は重要拠点と位置付けられ、さらに整備が

進められる。銀の搬出こそ海上輸送の危険性から

慶長 9 (1604)年頃には尾道まで陸送されるルー

トに変更されるが、その後も温泉津は銀山の物資

の搬人・搬出港として重要な位置を占めており、

慶長10(1605)年には、銀山と共に「地銭免除」

の特権が与えられ、町場作りに一層力が入れられ

ている。その結果、温泉津居住者も増大し、すで

に毛利氏の支配下で出現していた問屋の数も増

え、大消費地である銀山の外港として更なる発展

をとげることとなる。実際慶長10(1605)年から

の1年間だけで、益田・三隅から運ばれた灰吹き

用の木炭の陸揚げが、 14,000表にものぼってい

る。こうした物資は温泉津から温泉津沖泊道を

通って、牛馬で銀山まで運搬されている。

銀山の最盛期は慶長年間から寛永年間と言わ

れ、この時期の産銀は年産40トンを超えている。

その後産銀量の低下に伴い、銀山が徐々に衰退し

ていくのとは異なり、温泉津では寛文12(1672) 

年以降、日本海西廻り航路の開拓・展開により、

その寄港地となり、さらに北前船の出現と活躍に

よって、日本海航路の重要な寄港地としても急速

に整備されていくことになる。町には北前船の物

資を扱う問屋や商家が立ち並び、延享 2 (1745) 

年には狭い温泉津の町中に40軒の問屋を数えるま
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でになっている。それぞれの問屋は取り扱う廻船

が定められており「加賀屋」「越前屋」「越後屋」

「丹後屋」など廻船の本拠地の国名を屋号とする

問屋も多かった。しかし、問屋の数が増え、各問

屋間の競争が激化すると、「抜け駆け」事件も起

こるようになり、船表番所の申し渡しなど、問屋

仲間の取り締まりも強化されるような事態となっ

ている。

このように廻船が増加し、物流が活発になる

と、この流通システムに組み込まれる地場産業も

開発・展開していく。温泉津では「温泉津丸物」

という陶器生産が始まり、「はんど」と呼ばれる

甕を主要製品とした日用雑器が商品として北前船

ルートにのって19世紀中頃から大量に流通する。

これらの日用雑器は「石見焼」と言われ遠方まで

運ばれたが、当然地元の銀山にも流通しており、

銀山を発掘調査すると近世から近代の層でこの石

見焼が数多く出土している。

温泉津の特産品はこの他に瓦、福光石、石見半

紙などが知られ、これらも北前船の寄港によって

広く買積されていく。

このように、活況を呈した温泉津であるが、明

治維新となり、近代化が進み、船も西洋式船舶の

導人、鉄道の敷設など、流通にも近代化が訪れる

と、従来の北前船は衰退していく。温泉津の問屋

も従来の問屋業が成り立たなくなり、このため一

時40軒を数えた廻船問屋も小売業や旅館業に事業

形態を変え、急速に姿を消してゆくことになる。

そして明冶以降、温泉津の町は新たな展開へと移

行してゆくのである。

参考文献

「温泉津町誌」上巻・中巻温泉津町

「石見銀山街造 柄ヶ浦道・温泉津沖泊道調査報告書」

島根県教育委員会
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第 1図 石見銀山遺跡の範囲
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第 3章温泉津地区における分布調査の概要

第 1節 これまでの調査の経過と概要

温泉津地区及びその周辺においてはこれまで

に、温泉津伝統的建造物群保存対策調査に伴って

平成 9・10年度に実施された、主に街中の石造物

を中心とした分布調査や、石見銀山遺跡総合調査

の一環として平成14• 15年度に実施された港湾調

査に伴って、沖泊地区及びそれに至る街道脇の石

造物を対象とした調査など、いくつかが実施され

ている。

しかし、温泉津地区における石造物の分布状況

については断片的な情報しかなく、今後の調査地

を選定する上での基礎情報が少なかったために、

平成18年度から全体的な状況を把握するための分

布調査が実施されることとなった。

注

1 島根県教育委員会・大田市教育委員会『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 6一温泉津地区恵洸寺墓地ー』

2006 

2 温泉津町教育委員会『温泉津ー伝統的建造物群保存

対策調査報告書ー」 1999

3 島根県教育委員会『石見銀山街道一鞘ヶ浦道・温泉

津沖泊道調査報告書』 2004

第 2節 平成19年度分布調査の概要

温泉津地区における分布調査は平成18年度から

開始された。平成18年度の調査では、限られた人

員と日数の中ではあったが、温泉津地区のうち温

泉街周辺を中心に35箇所の分布地が確認された。

平成19年度の調査は、前年度に実施できなかっ

た地域を中心に踏査を行い、 4箇所の分布地のほ

か、海岸沿いで約48基の繋留施設（鼻繰岩）を確

認している。

以下、今回の調査で確認できた地点の概要につ

いて既述する。なお、番号は一覧表の群番号に対

応する。

36. 旧延命院墓地

小浜の北西にある丘陵上に位置している。延命

院がかつて所在したと伝えられる場所にあり、平

坦面が広がっている。歴代住持のものと考えられ

る無縫塔のほか、宝椀印塔や墓標系墓石など概数

で58基の墓石を確認した。紀年銘からは江戸後期

以降を中心に形成されたものと判断される。

37. 庵寺墓地

波路浦集落内に位置している。庵寺付属の墓地

で、丘陵斜面に数段に亘って平坦面が形成されて

いる。宝筐印塔や五輪塔など墓塔のほか墓標系墓

石など、概数で355基の墓石を確認した。紀年銘

は江戸時代中期から現在にいたるものを確認し

た。

38. 墓地

波路浦北側の丘陵上に位置している。銘からM

T•MW家の墓所で、天保期から明冶にかけてと

推測される。概数で15某の塞石を確認した。

39. 墓地

小浜と波路浦の集落の間にある谷に位置してい

る。既に大半が集積されていたが、組合宝徳印塔

14基や一石五輪塔 6基など、墓塔系墓石が比較的

多く存在している。

40. 鼻繰岩

温泉津湾西側において48基の繋留施設（鼻繰

岩）を確認した。確認された鼻繰岩は、その大半

が岩盤に円状の溝を掘り込んで円柱状の突起部を

造り出す形状のものである。

今回の分布調査は昨年度に引き続き、石造物の

分布状況の概要把握に主眼を懺いたものであった

ため、各分布地における厳密な数量・形態の把握

までは行っていない。しかしながらこれまで明ら

かでなかった地区の概況を把握することができた

ことは成果の一っといえる。中でも温泉津湾の西
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側で多数の鼻繰岩の存在を確認できたことは、温 とができたといえよう。

泉津湾の機能を検討していく上での資料を得るこ

第 2図 温泉津地区石造物分布図
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表 1 温泉津地区石造物分布調査の概要（温泉津・小浜）

仮
群

寺院との
上限 概数

墓塔系
墓標系

その他
備 考

番号 関係
下限

一宝ー五組宝組五無縫塔 地蔵 その他

1 恵琉寺 388 388 H17調査

2 西楽寺 宝(1暦8 平成 (250) 
I 

(250) 
758) 

3 西念寺 192 ， 3 159 21 

4 1 西念寺 570 1 1 14 42 2 510 

5 西念寺 天(1明 3
783) 46 4 

H18調査
5 1 24 12 

6 金剛院 元(1和 3 50 3 1 2 8 30 6 
保61713) _ 

7 龍澤寺 旱(1728) 19 ， 10 

8 龍澤寺 190 (180) 5 灯篭 5

， 極楽寺 678 8 ， 14 5 28 570 44 小浜地区

23 10 （極楽寺） 天保 68 1 (65) 1 陶器製墓 1

24 11 延命院 6 1 5 小浜地区

22 12 2 2 小浜地区

1 13 6 6 
I 

2 14 2 1 1 
I 

慶(1長183 15 613) 2 (2) 大久保長安逆修塔
I 

19 16 30 I 30 

8 17 (( YH 屋屋） ） 文化 明治 40 
I (40) （花岡岩系墓石1)

7 18 天(1保 9 3 1 2 報告書ー36838) 
I I 

6 19 (N屋） 10 (10) 

5 20 安(1永 2
773) 明治 ， 1 2 1 5 （花尚岩製墓石1)報告書ー25. 27 

， 21 12 12 

寛(1政 11
ー・・

10 22 799) 明治 57 2 10 45 報告書ー38

12 23 明治13 昭和 8 8 

13 24 29 29 

14 25 3 I 1 2 I 
15 26 海蔵寺跡 （大正） 22 1 20 1 

I 

16 27 海蔵寺跡 10 I 3 6 陶器製墓 1

17 28 (( KI 屋屋） ） 嘉(18永503) 61 1 60 コンクリート塗装

18 29 6 5 石碑 1 報告書ー22

30 130 (3) (1) 120 6 報告書ー31

31 16 1 1 I 
14 報告書ー30

32 3 3 I 報告書ー29

33 龍御前神社 7 灯篭6・鳥居1

34 8 2 1 5 報告書ー32

35 4 
I 

4 小浜地区

新 1 36 延命院 宝暦 3
59 1 1 I a 44 1 陶製2そ・線の他香立1て1

(1753) 

新 2 37 庵寺 天{17明844) 355 3 2 3 I 
341 6 

新 3 38 天(18保378) 明治 15 15 

新 4 39 天(18保389) 90 6 14 2 3 65 

※年代 ・数は確認できたもの
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第 4章西念寺墓地の調査 (2)

第 1節調査の経過

西念寺墓地の調査は平成18年度から開始した。

平成18年度の調査は、西念寺付設の塞地のうち境

内から温泉津沖泊道を挟んだ西側に位置する墓地

と、境内の北側に位置し分布調査で確認された墓

地に存在する墓石を中心に行った。

今年度の調査については、 5月20日の石造物調

査部会において、前回調査ができなかった石造物

と新たに古相の墓石が確認されていた境内南側の

墓地を対象として実施する方針が決められ、 10月

23日から10月25日までの 3日間を中心に、複数回

にわけて行われた。

調査はほぼ予定通り行われたが、限られた期

間・人員での調査であったため、全ての墓石につ

いての調査はできなかった。

第 2節西念寺の概要

西念寺は、大田市温泉津町温泉津イ 787番地、

沖浦の小路の最奥に所在する、浄士宗の寺院であ

る。

その創建は、寺所蔵の『天正十三年西念寺然

休陳状案』や寺伝によると、石見銀山の極楽寺が

温泉津に草庵を結んだことに期限をもつものの、

僧 然休が温泉津に入り寺が開基されたとされる

永禄 4年 (1561)のことと考えられる。

現在の境内地は、当初 3間X 2間の質素な建物

であったものを、然休が屋敷地を貰い受け大伽藍

を建立した時のものではないかと推測されてい

る。

境内には、南に面して薬医門形式の表門、西に

本堂、北に庫裡が配置され、表門の東には経蔵、

西には地蔵堂（享和 3年 (1803)、14世義山の代

の建立）があり、本堂南西の山腹のやや高台には

鐘楼堂も建てられている。また、本堂と庫裡の間

に書院、庫裡の北西に居室が設けられ、これらに

囲まれた一画に池を掘り山腹を背景とした庭も造

られている。この庭には毛利時代に植えられたと

いう梅の老木が今も残り、開基時の龍灯松ととも

に創建当時の姿を偲ばせている。

参考文献

『温泉津町誌 下巻』 温泉津町誌編さん委員会 1995年

『1991 温泉津一伝統的建造物群保存対策調査報告書ー』

温泉津町教育委員会 1991年

第 3図 西念寺境内配置図
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第 4図 西念寺周辺地形図．墓地配置図 (S=1/1000) 
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第 3節 確認された石造物の概要

西念寺における 2度の調査において、その概要

が把握された石造物の数自体は多くはないが、い

くつかの型式の存在を確認することができた。こ

こでは、各墓石の様相について記す前に、西念寺

墓地において確認できた型式について、その概要

を記すこととしたい。

一石宝箇印塔

方柱状の石材を、上から相輪・笠・塔身・基礎

と加工して造作された墓塔である。これまでの調

査で石見銀山においては、この形式が中世末期か

ら近世初頭に主体を占めることが明らかとなって

いるが、西念寺墓地においては、境内西側の塞所

（群番号 4) 2号窟の中で一基確認されたのみで

ある。

一石五輪塔

一石宝筐印塔と同様、方柱状の石材を加工する

もので、上から空輪・風輪・火輪・水輪・地輪が

造作されている。やはり境内西側の墓所 2号窟に

おいて、 1基が確認されている。

組合せ宝箇印塔

塔を構成する相輪・笠・塔身・基礎がそれぞれ

に造作されたもので、それらが組み合わされるこ

とにより完成する墓塔である。その特性のため本

来の組み合わせを維持しているものは多くなく、

実数の把握は難しいが、 20基前後あると判断され

る。境内西側の墓所 2号窟のほか北側墓所（群番

号 5)、今回調査を行った境内南側墓所（群番号

4)などで確認されている。

組合せ五輪塔

塔を構成する空輪・風輪・火輪・水輪・地輪が

それぞれに造作されたもので、それらが組み合わ

されることにより完成する塞塔である。境内南側

墓所において 2基が確認されている。

無縫塔

円柱状石材の先端部を尖らせ、下部を窄ませる

ように造作した部分と、円形及び方形の台座から

なるものである。僧侶階層の墓塔として採用され

たもので、西念寺においても歴代住戦の幕所とし

て造成されたと判断される境内西側墓所において

のみ確認されている。

円頂方形墓標

縦長の本体の頂部が丸く加工されたもので、本

体の厚さに対して幅が上回る形態の墓標である。

各墓所において確認される。

突頂方柱形墓標

方柱状の本体上部が丸みを持って突出する形態

の墓標である。境内南側の墓所において確認され

るが、今回の調査では基本的に調査の対象外とし

た。

平頂方形墓標

本体の頂部が平らに加工されたもので、本体の

幅が厚さを上回る形態の墓標である。主に岩窟墓

地において確認されている。

平頂方柱形墓標

方柱状の本体上部が平らな形態の幕標である。

境内南側の墓所において多数確認されるが、今回

の調査では突頂方柱形墓標と同様、基本的に調査

の対象外とした。

光背形墓標

縦長の本体の頂部が尖り、上部帳に対して下部

幅が狭い形態の墓標である。境内西側墓所と北側

墓所において僅かに 3基が確認される。石見銀山

遺跡及びその周辺を含めてこれまでほとんど確認

されていない形態のものである。

笠付方形墓標

厚さに対して幅が上回る長方形状の本体に、別

固体の材を笠状に造作したものを載せて完成する

墓標である。境内南側墓所において 2基が確認さ

れている。なお、この 2基のみが花岡岩製であ

る。

地蔵

地蔵として造作されたものである。境内西側墓

所 3号窟中からは、様々な像容の小形地蔵が約

300個体確認されている。
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石殿

板状の石材を組み合わせて壁を造り、観音開き

の扉と屋根を伴うものである。

陶製墓標

陶製の墓標である。石見部で近世以降盛んに生

産されている石見焼によると考えられるもので、

数は多くないものの散見される。

一
石
宝
医
印
塔

無
縫
塔

匹

突
頂
方
柱
墓
標

平
頂
方
柱
墓
標

平
頂
方
形
墓
標

円
頂
方
形
墓
標

望［

笠
付
方
形
墓
標

光
背
型
墓
標

(J  

地
蔵

陶
製
墓
標

第 5図 西念寺の石造物
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第 4節 墓地と石造物の概要

浄土宗・西念寺は、南に開く入口幅50mほどの

小規模な谷戸の奥寄りに立地しており、谷戸を南

北に縦走する現在の小道は、北進して西念寺の山

門で屈折して谷の東際を走行している。従って西

念寺境内は谷幅いっぱいの幅35mほどを測る。

西念寺の墓地は、境内の立地する谷戸の東西両

側の尾根裾部に形成されている。西側墓地は、本

堂の南側の山門の西側と、南側に続く一段高い西

側尾根斜面の裾部を造成して確保されている。東

側の墓地は小道の一段上の尾根裾を造成して確保

されており、歴代住持墓地を中心として、尾根裾

の岩盤を掘削した巌窟墓地も 3箇所が形成されて

いる。

歴代住持墓地

東側に形成された墓地は、小道から約 2m上に

幅 2~3m、尾根に併行した長さ 12m規模の平坦

地を造成して、北側に無縫塔を主体とする歴代住

持墓、南側には尾根の岩盤を掘削して 3箇所の巌

窟墓地を形成している。この 3箇所の巌窟を形成

した墓地については平成18年度に調査報告した。

~ 13.
 

14.
 

15.
 

19

ロ16.
 

17.
 

18.
 

34・
 

● o• 
121110: ．．． 
6 5 4 

．．． 
9 8 7 ．．． 
3 2 1 

35.
 

平成19年度は残りの歴代住持墓について、すべ

てを実測調査したものである。整備された歴代住

持墓は、尾根裾部の岩盤を幅 4m、奥行き2.5m

の規模で掘削して平坦面を更に東側に確保してお

り、中央に石材を組合わせた石殿の中に開山・源

誉上人座像を安置し、この両側に18基の無縫塔を

整然と配置している。この歴代住持墓の北側に 6

個体、南側の第 3号窟の前に 7個体の無縫塔が遺

存しており、さらに平成18年度に調査した第 2号

窟内に雑然と集積されていた12個体の無縫塔の存

在を勘案すると、現在の整然と配置された歴代住

持墓は、風化・破損した本来の無縫塔を再建し

て、ある時点で整備されたものと考えられるとこ

ろである。

歴代住持墓地の中心に配置された開山・源誉上

人座像を安置した福光石を用いた石殿は、幅60

cm、奥行き53cm、高さ 112cmの規模であり、厚さ

20cmの一枚の台石の上に両側壁材と奥壁材の 3枚

を立上げ、この上に 1枚石の内部を挟った、正面

に破風を造作し上部に棟を突出させた寄棟平入り

の屋根材を架構した構造である。内部には源誉上

人座像と、この前面に線香立てを配置している。

歴代住持墓としての無縫塔は、下のすぼまった

゜
5m 

第 6図 西念寺墓地（群番号4)平面図
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円筒形の塔身と請花・基礎からなるものであり、

銘文は基礎部分に確認できる。 18個体の塔身の高

さは51~83cmであり、塔頂部の突出状態により 3

区分できる。①類は中央部が単純に突出するも

の。②類は僅かに窪みながら中央部が突出するも

の。③類は突出部の高さが低いものであり、①類

は 17• 18の 2 個体、②類は 1• 8• 9• 11 ~16の

9個体、③類は 2~7・10の 7個体である。

この①類から③類への変遷は、紀年銘を有する

資料は僅少であるものの、銀山関係の墓石調査を

実施した日蓮宗・妙正寺、曹洞宗・龍昌寺、臨済

宗・大龍寺、真言宗・長楽寺などの無縫塔の様相

と合致するところであり、広く全国的視野におい

ても首肯されるところである。

歴代住持墓としての18個体の無縫塔は、塔身に

銘文が刻まれた資料は認められない。最多を数え

るのは塔身正面上位に阿弥陀如来の梵字種子であ

るキリークを鍋刻したものであり、 2~ 6の5例

であり、頂部の③類に合致している。塔身の正面

を一段彫窪めるのは11• 12の2例であり、ともに

頂部②類である。 11は阿弥陀如来の立像、 12は南

無阿弥陀仏の名号を表している。残る11例には何

らの銘文も刻まれていない。

請花は平面が円形を呈するものであり、多く・は

五面に二重蓮弁を表し、この間の上位に間弁を表

している。様相を異にするのは 8と11であり、ニ

重蓮弁とはせず、上下交互に蓮弁を配置してお

り、少数ながら特徴ある様相を呈している。

基礎には、正面に歴代と 2字の上人名を鍋刻し

ている。上人名はいずれも浄土宗特有の誉号を付

すものであり、統一して蓮社号は表してはいな

い。 3は「二十四世／清誉上人」としており、確

認できた世代名は 4• 5• 9·10• 12• 13·14• 

18• 20• 24の10代に及ぶ。これがある時点で整備

されたことは、 10と18に「十八世／法誉上人」と

する点に明白であり、開山像を含め20個体で24世

とする点も曖昧であり、ある時点で適宜に配置さ

れたものと思慮される。

方形をなす基礎の正面には枠線をもって内部を

一段彫窪め、この内部に銘文を鍋刻する例が主体

をなしている。この枠線は、上部中央を尖らせ四

隅を几帳面とする①類、①類を基本として下部の

2隅を直角に表す②類、上部をも水平とし四隅を

几帳面とする③類、方格のみの④類、枠線を伴わ

ず平坦とする⑤類に区分できる。①類が 3• 9• 

15·16の 4 例、②類は 1• 2·4• 6·10• 13・ 

14の7例、③類は 3の 1例、④類は11の 1例、残

る5例は枠線をともなっていない。さらに②類の

2• 14の2個体には下部に蓮弁を表しており、同

類中の小異を確認できる。

想定されるところは① ・②類の精巧な表現か

ら、③・④類の簡便化への変遷であるが、鍋刻さ

れた世代に符合するものではない。

歴代住持墓からはずれて配置されている20~33

の無縫塔は、歴代住持墓としての無縫塔と比較す

ると塔身高さ39~65cmと小形であり、請花を伴わ

ない資料も 7例が認められ、 23は請花の平面形が

方形を呈する特異なものである。確認される銘文

中には00上人弟子とするものが22• 23• 29• 30 

の4例認められ、これらは歴代住持有縁の僧侶の

墓と考えられるものである。しかし、 28• 33など

の正面を彫窪めて像容などを表す精巧な資料は、

あるいは本来の歴代住持墓であった可能性も考え

られる。基礎に紀年銘が認められるものは、 20は

明冶45(1912)年、 21は文政 7 (1824)年、 22は

天保15(1844)年、 23は寛政 5 (1793)年、 29は

嘉永 5 (1852)年、 31は正徳 2 (1712)年であ

り、 200年間の時代幅を確認できる。

また21には「江戸四ツ谷西念寺二死スニ五オ」、

24には「下総鎌田明福寺命終」と認められ、広範

な宗教的な移動を確認することができる。

本堂南側の墓地では、本堂に隣接する高津屋墓

地と、尾根の東側斜面の岩盤を掘削して巌窟を形

成して内部に墓石を配置する特徴的な墓地を調査

対象とした。
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第 9図 石造物実測図 (3) (S = 1 / 15) ※31は非掲載

高津屋墓地

本堂南側に一段高く形成された高津屋墓地は、

岩盤に沿って墓石が一列に配置されており、墓地

入口側である東側には新規建立にかかる墓石、奥

側である西側に相対的に古相を呈する墓石が配置

されていた。

総数13個体を数える古相を呈する墓石は、福光

石製の組合せ宝殴印塔 9個体、福光石製の組合せ

五輪塔 2個体、花岡岩製の笠付方形墓標 2個体で

ある。

福光石製の宝簑印塔 9個体は、本来的な組合わ

せ状況を保っていると断言できないものの、ほぼ

類似した様相を呈するものである。高さ22~25cm

で方形を基調としてその上面に扁平な蓮弁を配置

した基礎、高さ 12~16cmを測る方形を甚本とする

塔身、高さ 18~22cmで隅飾り先端幅30~32cmを測

る笠部、全容が窺えるもので36~41cmを測る相輪

から構成されている。

塔身正面には、阿弥陀如来の梵字種子であるキ

リークの鍋刻を確認できる資料が 2• 3• の 2個

体、月輪内にキリークを鍋刻する資料が 9• 10の

2個体であり、月輪のみが遺存した 7も本来は内

部にキリークを表していたものと思われる。

笠部は平坦面とした軒の下部に 3つの蓮弁と間
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弁を表し、軒上部には外傾した隅飾りの表面に輪

郭を内巻きに一対表している。笠上部の段級は 2

段であり、相対的に大きな相輪を受けている。

相輪は最下の伏鉢の肥大化が目立つものであ

る。九輪部の表面は平滑として刻みは施してはお

らず、本来伴っていた伏鉢の上の請花は消失し、

請花と伏鉢間の突帯が幅広となっている。先端の

宝珠は尖っており、下部に請花としての蓮弁を表

している。

総高は 3の81cmを最小として、 7の100cmを最

大とするものであるが、 3は相輪の伏鉢を欠損し

ている。これを除くと94cm以上となり、相輪部先

端部の若干の欠損を考慮するとほぼ 3尺 2寸~3

寸として造作されたものと考えられるところであ

る。

宝筐印塔 9個体のうち、基礎の表面に銘文が確

認できた資料は、 2• 3• 4・9の4個体であっ

た。

2には「賓永三□口/0誉口口／九月□□」と

銘文が確認でき、宝永 3(1706)年の造立を窺う

ことができる。

3には「享保三口口／〇誉口口／五月□□」と

銘文が確認でき、享保 3(1718)年の造立を窺う

ことができる。 4には「承応口口／〇誉口口／乙

未七月口口」と銘文が確認でき、承応年間の乙未

の年すなわち承応 5(1655)年の造立を窺うこと

ができる。

9は基礎表面の風化が著しく、銘文は「宝□□
／口口口／寅正月」と確認できたのみである。江

戸期に宝0の年号で内に寅年を含む年号は宝永と

宝暦が確認できるところであるが、時期的様相を

勘案して宝永 7(1710)年と想定しておきたい。

確認できたこれら 4個体の宝椀印塔の年代幅

は、 1655年~1718年の63年間に及ぶものである。

これらの紀年銘を勘案して類似する宝徳印塔 9個

体を検討すると、僅かに形状の変遷を確認するこ

とができる。

塔身および基礎は立方体を基本としており、縦

横比に若干の変容を確認できる。基礎は幅23~26

cmであり、 7例が幅25cm、23cmと26cmは1例づつ

である。高さは22~25cmであるが、 7例が23cmで

あり、 22cmと25cmは1例づつである。すなわち幅

25cmで高さ 23cmの規模の基礎は 2• 4·5• 6• 

7• 9の6例であり、 1は幅25cmで高さ22cm、 3

は幅26cmで高さ25cm、10は幅と高さともに23cmで

ある。

塔身は幅は17cmに規格されており、高さが12cm

~16cmの変容を示している。 9例中の 4例が16

cm、 3例が15cm、12cmと14cmが 1例づつである。

笠部は軒端部が垂直近くなる 4とそれ以外に区

分でき、軒の厚さは 2• 3の2例がやや厚くなる

ものである。

相輪は肥大化した最下の伏鉢を特徴とするもの

であるが、個体差は素面とした九輪部の幅と長さ

の違いとして認識できる。幅が広く長い 4を古相

として、幅が狭く短い 5を新相と理解できよう。

以上の各部の様相の変容を勘案すると、承応 4

(1655)年の紀年銘の認められる 4が正しく最古

の様相と確認できよう。次期の様相は笠部を基準

とすると軒の厚い 2• 3の2例と想定でき、 2• 

3に窺われる宝永 3(1706)年、享保 3(1718) 

年の所産と考えることができよう。

残る 6基の笠部の軒の比較的に薄い宝筐印塔の

うち、 9の基礎には宝永 7(1710)年の紀年銘が

確認される。 7•9•10の月輪を伴うキリークを

表す塔身に組合さった笠部は、ともに軒下の蓮弁

幅が厚い特徴を有しており、近似した所産年代を

想定させる。

組合せ五輪塔は 8• 11の2個体である。先端の

尖った空輪と扁平な風輪からなる空風輪、厚みが

あり両端部を外傾させる火輪、やや扁平な水輪、

立方体の地輪を特徴とする。総高は 8が76cm、11

が68cmである。 11には「享保二十ロロ/ 0誉□□
／四月二口」 8には「享保口口／正月十四口口」

の銘文が認められ、ともに享保年間の所産が確認

できる。
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高津屋墓地の最奥に配置されているのが、 2個 い特徴的な塞標である。 12は厚さ 19cm、幅37cm、

体の花岡岩製の笠付方形墓標である。銀山地区お 高さ 120cmの墓標本体と、幅51cm、奥行き40cm、

よび温泉津地区の既往の調査では確認されていな 高さ20cmの基礎、幅62cm、奥行き39cm、高さ26cm

〇 50cm 

三- c=],, 
12 

lm 
~ ,。

゜
， 

※ の石造物は未実測． 
第11図 石造物実測図 (5)・配置図 (S=l/10)
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の笠からなるものであり、総高は166cmを測る。

基礎上面は 5cm彫窪めて水受けとしており、本

体下部には蓮弁を鍋刻し表面を幅26cm、高さ98cm

彫窪め上部を花頭状としている。笠は上部に棟を

表し、正面に破風を表した平入りのものである。

墓標銘文は表面の一段彫窪めた内部に、上部の阿

弥陀三尊梵字種子のキリーク・サ・サクの下に、

「貞享元年甲子／ロロ00信女霊位／六月十六日」

と確認できる。

13もほぼ同様の形態・規模の墓標である。基礎

は幅57cm、奥行き52cm、高さ30cm、墓標本体は幅

41cm、厚さ19cm、高さ 115cm、笠は幅65cm、奥行

き38cm、高さ17cmであり、総高は163cmであるが、

笠上の棟を欠損している。

墓標銘文は上部の阿弥陀三尊梵字種子の下に、

「延宝六年五月廿七日/0誉00信士霊位／〇誉

00信尼／元禄七年十二月十一日」と確認でき

る。

この高津屋墓地の墓標調査においては銀山調査

の古文書部会との初めての共同調査により、西念

寺に伝わる過去脹の記載内容との照合が可能と

なったものである。照合の結果は、特徴的な花岡

岩製の笠付き方形墓標 2個体は、女性 1名の戒名

を表している12は、天和 4(1684)年に33歳で亡

くなった又右衛門先妻のヲイモの墓石と確認でき

た。

夫婦の戒名を並記した世代墓である13は、延宝

6 (1678)年に亡くなった五右衛門養父六兵衛

と、元禄 7(1694)年に亡くなった妻のイネの墓

石と確認できた。従って、 12と13には10年間の造

立年代の違いを確認できる。

この13の次世代の五右衛門の墓石は 2の宝簑印

塔であり、五右衛門の妻の墓石は 3の宝簑印塔と

確認できた。五右衛門は宝永 3(1706)年に亡く

なっており、五右衛門の妻は享保 5(1720)年に

亡くなっている。

五輪塔 2個体も銘文が確認できたことにより、

供養者が明確になった。 8の五輪塔は、享保20

(1735)年に亡くなった重郎兵衛の墓石と確認で

き、 11の五輪塔は同年に亡くなった重郎兵衛の妻

のヲクメの墓石と確認できた。

供養者が明確になった墓石以外にさらに 2個体

の宝簑印塔の紀年銘が認められたが、これらにつ

いては過去帳記載内容との一致は確認できない。

巌窟墓地

本堂の南側の高津屋墓地のさらに南側の尾根裾

部の岩盤を掘削して、特徴的な巌窟墓地が形成さ

れている。いずれも家ごとの墓石を内部に並列し

たものであり、東側尾根裾部に形成された墓地と

同様相を呈するものである。

5号窟は、幅100cm、奥行き60cm、高さ32cmの

規模であり、内部には厚さ16cmの切石を敷き、こ

の上に正面に蓮弁を表した長さ82cm、奥行き25

cm、厚さ12cmの基礎を置き、上部に並列して 2個

体の小形の墓石を配置している。 1は請花は無く

幅20cm、高さ49cmの円頂方形墓標である。 2は蓮

弁を表した高さ15cmの請花と幅30cm、高さ39cmの

平頂方形募標が組合わさったものである。 1では

文政11(1828)年の紀元年銘を確認できた。

7号窟は、幅290cm、奥行き80cm、高さ90cmの

規模であり、前面の幅35cm部分を一段低く造作し

ている。内部を 2本の石柱により 3区画とし、そ

れぞれに 3基の墓石を配置している。台石を 2段

置き、この上に基礎と墓標本体を造立している。

右側の 3基は高さ 9cmの1石からなる基礎上に並

列された墓標本体下部に蓮弁を表した円頂方形墓

標であり、幅18cmの墓標 2基と、幅36cm墓標の 1

基であり、高さは51~52cmを測る。右側から安政

3 (1856)年の紀年銘が確認できた子供 3人の合

葬墓、大正15(1926)年を最新年とする世代墓、

明治25(1892)年を最新年とする世代墓である。

中央の 3基は、高さ8.5cmの 1石からなる基礎

の上に、高さ 7cmの個別の基礎を伴った幅19cm、

高さ 49• 52• 52.5cmの円頂方形墓標である。 3基

ともに世代墓であり、それぞれ慶應 3 (1867) 
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年、文政13(1830)年、天保 9(1838)年を最新

年と確認できる。

左側の 3基の円頂方形墓標は、表面に 8個の蓮

弁を表した厚さ 10cmの基礎の上に、左側の 2基は

直接墓標本体を建て、右端の 1基はさらに 6cmの

個別の基礎を配置して墓標本体を建てている。

ヽ—
ヽ．

ヽ

左側 2基の墓標の幅は28cm、高さ56cmと共通して

おり、頂部を平坦とする点も一致している。左端

の 1基は 6人の子供の合葬墓であり、最新の紀年

銘は明冶17(1884)年である。中央の 1基は 4名

の戒名が鍋刻されており、信士 2名、信女 2名は

2代に及ぶ世代墓と思われ、最新の紀年銘は明治

5号窟

7号窟

゜
lm 

第12図 岩窟墓地実測図 (1)
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21 (1888)年である。右端の 1基は 4名の戒名が

鍋刻されており、信士 2名、信女 2名であり、い

ずれも繹00とする浄土真宗特有の戒名である。

(.D 
寸 L!'l E 
← 

ti I rnト I! 

~u 

~,~.! 1/lfil 
, 1 vrみ k

ニ杞ゴ
-I~ 

（ 
cY) ~ 

打陀
~! 11 110 

（ 

誉号戒名が主体をなす中にあって特異であり、有

縁の人物を合葬したものと思われ、文化14

(1817)年を最新の紀年銘とする。

：：： 
r 、

゜6つ

（
：
＼
 

‘ ―ーグ‘

第13図石造物実測図 (7) (S=l/10) 
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8号窟は、幅200cm、奥行き160cm、高さ130以

上の規模で岩盤を掘削した痕跡を確認できるが、

現状は天井部が崩落している。それぞれに異なっ

た形態の 4基の墓標が配置されている。 16は稀少

な陶製墓標である。器厚が 2cmの中を中空とした

円頂方柱墓標であり、下端の幅10cmを厚くして蓮

弁を表し正面に名号を表す。天保14(1843)年の

墓標の、明治32(1899)年の再建墓標である。 17

は甚礎を伴う幅18cm、高さ40cmの円頂方形墓標で

あり、天保14(1843)年を最新の紀年銘とする夫

婦の世代墓である。 18は基礎を伴う幅47cm、高さ

50cmの円頂方形墓標であり、 4名の合葬墓であ

り、明治19(1886)年を最新の紀年銘とする。 19

は蓮座を伴う突頂方形墓標であり、正面に名号を

8号窟

9号窟

゜
lm 

第14図 岩窟墓地実測図 (2)
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第15図石造物実測図 (8) (S=l/10) 
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刻んでいる。大正 7(1918)年の紀年銘を確認で

きた。

第 9号窟は、幅250cm、奥行き130cm、高さ80cm

を掘削しており、前側70cmは一段低く奥側の60cm

部分に天井部があり、厚さ 10~12cmの3基の幅の

広い円頂方形墓標を個別の埜礎の上に造立してい

11号窟

る。 20は幅34cm、高さ42cmの規模であり、正面に

子供 2人を含む 7名の戒名を刻んでいる。 21は幅

34cm、高さ47cmの規模であり、正面に 3名の戒名

を刻んだ天保 9 (1838)年を最新の紀年銘とす

る。 22は幅33cm、高さ45cmの規模であり、正面に

4名、左面に 3名を刻む合葬塞であり、弘化 3

13号窟

゜
lm 

第16図岩窟墓地実測図 (3)
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(1846)年の紀年銘を有する。

第11号窟は、幅60cm、奥行き115cm、高さ 110cm

の規模であり、前側55cmは一段低く造作してい

る。内部には台座と基礎の上に石製の観音座像を

安置している。観音座像の高さは59cmであり、台

24 

冒

座・基礎を含めた総高は198cmである。

13号窟は、幅140cm、奥行き70cm、高さ80cmの

規模であり、 3基の 8~14cmの幅の広い円頂方形

墓標を個別の基礎の上に配置しており、前面を切

石により整備している。 25は、幅35cm、高さ57cm

26 27 

25 

゜
50cm 

第17図石造物実測図 (9)
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の規模であり、 5名の戒名を刻み平成 9 (1997) 

年を最新の紀年銘とする。 26は幅34cm、高さ55cm

の規模であり、 4名の戒名を刻み明治 4(1871) 

年を最新の紀年銘とする。 27は幅32cm、高さ54cm

の規模であり、 3名の戒名を刻み天保12(1841) 

年を最新の紀年銘とする。

石殿

西念寺境内には福光石の石材を組合わせた石殿

が、境内の東側に並列して 5基と南側に 1基の合

計 6基が配置されている。同時期に構築したもの

と考えられる同規模・同じ構造のものである。境

内東側の 5基は、切石をもってする 2段の基礎の

上に個別の基礎を置き、この上に石殿を安置した

ものである。石殿は幅72cm、奥行き43cmの底石の

上に、幅48cm、奥行き28cmの 1石を剖抜いた壁材

を立て、上部に福66cm、高さ20cmの正面に破風を

伴う平入りの屋根を載せた構造である。石殿の正

面脇には西国観音札所である寺院名と施主名を刻

み、内部には観音座像を安置している。

28 

I 

二
I 

＇ 

ロロロロロ
第18図 石造物実測図 (10)・配置図

-27-



第 5節まと め

西念寺墓地の調査は 2年目であり、ほぼ江戸時

代前半代の資料については終了した。東側墓地に

おいては歴代住持墓の無縫塔の悉皆調査を終了

し、長期間に及ぶ変遷を確認できた。

西側墓地においては、東側墓地にも認められた

岩盤を掘削して構築した岩窟墓地を調査し、温泉

津地区寺院境内に特徴的な様相を明確とすること

ができた。内部に配置された福光石製の幕標は、

一般的な墓地に造立されている墓標とは大きく形

成を異にしている。すべてが厚みのない方形墓標

を使用しており、岩窟規模に規制されて高さが低

い点を特徴としている。個別の立地に従った特別

注文による造作の故に同一形態を墨守する結果と

なったものと思われる。

第 4号窟に配置された 1基の陶製墓標は、類例

の僅少なものである。近隣地区では銀山地区の西

性寺山墓地において小型の 2基が確認されている

のみであり、明冶期に特徴的に造作されたもので

ある。また温泉津・恵琥寺境内墓地においては陶

製の燈籠も確認されており、同時期の所産と認識

できる。

西側塾地の廻船問屋の高津屋墓地は組合せ宝簑

印塔を主体として、組合せ五輪塔と花岡岩製の笠

付方形墓標をも造立したものであった。初めての

銀山古文書調査部会との協同により、供養対象者

を過去帳記載の内容と照合できた成果は多大なも

のである。募石表面の風化により銘文は時代の下

降とともに曖昧になってきており、銘文の内容確

認にも極めて有効である点が確認できた。

墓地を構成する個別墓石の種別が組合せ宝簑印

た銀山地区には 1基も存在していない。類例は山

陰地域の海岸部沿いに点々と確認できるものであ

り、分布・所産時期の確認は、石材の供給源の究

明とともに今後に残された課題である。

西念寺墓地においては花岡岩製の笠付方形墓標

以外に、西側墓地第 3号窟内と伝松浦家窟内で確

認された下端部に蓮弁を表した舟形光背形墓標も

特異例として注目されるところである。温泉津地

区で銀山地区とは異なった独自の宗教的背景のも

とに現出したものと考えられるところであるが、

系譜関係の追求は今後の課題と認識される。

境内東側に 5基、南側に 1基の 6基が確認でき

た石殿は、正面に刻まれた銘文から西国観音札所

を移した「移し霊場」として建立された点を確認

できた。東側の 5基は、南側から「第七番岡寺／

施主000政義」、「第五番藤井寺／施主00市

造、 00清七」、「第三番粉川寺／施主00金五

郎」、「第八番長谷寺／施主00覺太郎、 000ト

ラノ」、「第十番三室戸寺／施主00豊太郎、 00

ヵャ」と銘文を確認でき。南側の 1基には、「第

十一番上醍醐寺」と認められ、施主として「00

タケ、俵屋内、 00ヵコ、 00ゥタ」と女性 4人

の名前を確認できる。

類例は温泉津の港に面した西側尾根裾を掘削し

た巌窟内に、 4基の並置された石殿を確認でき

る。西念寺境内例と比較すると潮風の為か風化が

著しく、僅かに第 2番と第 4番と確認できたに過

ぎない。また 1基の扉に大正13年と紀年銘が確認

でき、これらの「移し霊場」の設置の年代を知る

ことができる。現状で確認できたところは僅かに

10基であるが、西国三十三箇所観音であり、残る

11基は広く温泉津地区に設置されたものと考えら

塔・五輪塔・笠付方形墓標である点に高津屋の経 れる。

済的・社会的地位を反映しており、更には類例の

少ない18世紀代の組合せ宝簑印塔の資料が紀年銘

を伴って確認できた点は重要な点であろう。

花岡岩製の笠付方形墓標は、西念寺墓地におい

て初めて確認された資料であり、数千基を調査し

-28-
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第 5章総括

(1)西念寺墓地における無縫塔について

西念寺墓地における調査では、総数にして45基

の無縫塔についての概要が把握された。石見銀山

遺跡においては、過去 7年間にわたって悉皆調査

を実施してきており、これまでにも多数の無縫塔

が調査されているが、同一墓所においてまとまっ

た数の無縫塔を調査したものとしては、今回のも

のがはじめてであると言えよう。

これまで報告してきたとおり、西念寺墓地に存

在する無縫塔には大小様々な規模のものがあるこ

とや、その頂部の形状に違いがあることが確認さ

れている。

本文中において既述しているように、これらは

ある時点で一度整備された可能性が高いものでは

あるが、それでも一定の傾向を追うことは可能で

ある。ここでは、塔身の規模や塔頂部の形態から

西念寺の無縫塔について簡単に概観することとし

たし ¥0

まず塔身の規模について。

塔身のうち最大規模のものは 2号窟において確

認した長さ85cmX幅44cmを測るものであり、これ

に長さ81cmX幅38.5cmのものが続く。一方、最小

のものは同じく 2号窟で確認した長さ39cmX幅20

幅
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第19図 西念寺墓地無縫塔塔身規模別分布図

Clllのものであり、最大のものと最小のものとで

は、長さで46cmもの差があることがわかる。

これら無縫塔について、塔身の長さと最大幅を

基準としてその分布を示したのが第19図である。

この図からは、やや散在傾向にはあるものの、こ

れらが大きく二つのまとまりに分離する傾向にあ

ることが分かる。

ところで、西念寺において造立された無縫塔

は、その銘文から歴代住持やその有縁者の墓塔で

あることが推測されているが、この図にその情報

（台座や塔身に刻まれた銘文）を加えると、規模

と銘文との間に一定の傾向、具体的には長さ 60

Clll、幅28cm前後を境に、それよりも大型の塔身の

ほとんどが歴代住持のもので、それ以下のもので

は歴代住職有縁者のものの割合が多くなる傾向を

認めることができる。

このことは、先に見たまとまりと大方合致して

おり、西念寺においては歴代住持とそれ以外と

で、無縫塔塔身の規模に差をもって造立されてい

ることが窺える。

次に塔頂部の形態について。

今回の調査における成果の一つとして、江戸前

期から昭和にいたる間の歴代住持の無縫塔の概要

（何代かの欠落はあるものの全部で14代の無縫塔

について概要の把握）を把握できたことがあげら

れる。

これらについて、台座の銘文をもとに年代順に

並べたのが第20図である。

今回の調査で確認できたもののうち、その銘文

から確認できる最古のものは第 4代のものであ

る。この頂部に注目してみると、頂部底辺から先

端までの長さが11cmを測り、明確に突出している

ことがわかる。一方、最も新しい第24代のもので

は、その頂部がわずかに 4Clll程度隆起するにとど

まっており、最古のものとの形態の差は明らかで

ある。この間に12甚の歴代住職の無縫塔が確認さ
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れているが、代を重ねるごとに頂部が平坦気味に

なる状況を窺う事ができる。

この傾向は歴代住持以外の無縫塔においても同

様で、歴代住持のもの以外では最も古い32におい

てはその頂部がやはり突出しているのに対し、最

も新しい30においては平状形となっている。

このように、全体的な傾向として、頂部が尖状

から平状へと変化していく様相が窺える。!)

以上、西念寺における無縫塔の規模と頂部の形

態からその傾向を概観した。無縫塔は塔身と台座

が分離可能であるため、既に組合せの変わってい

るものがあるなど不確実な部分も多いが、塔身規

模と被葬者の関係や、塔身頂部の形態の変化につ

いて一定の傾向を窺うことができた。

石見銀山遺跡内には未調査の無縫塔が多く存在

するが、今後のさらに調査を進めていき、その様

相を明らかにしていく必要があるものと思われ

る。

（田原）

（註）

1) この傾向に合致しないのは11世と 17世である。これ

らが本来の組合せを保っている可能性も無くはない

が、全体的な傾向は既述のとおりこれまでの調査等

で明らかになった傾向と合致していることからする

と、やや違和感がある。 18世が 2基確認できること

など、後世にいくつかが再整備されたことは確実で

あり、そうした点から判断してこれらについては後

世に組み替えられた可能性の方が高いと判断してお

きたい。

(2)西念寺調査総括

1)平成19年度における石造物調査は前年度に引

き続いて温泉津町西念寺墓地を対象として実施

した。当寺は浄土宗に属し、その創建は1561

（永禄 4)年と伝えられる。草創期には中国地

方に覇権を打ち立てた毛利氏の手厚い庇護を受

け、寺勢盛んであったことが知られている。境

内は狭長な南北方向の谷中にあり、やや窮屈な

感のある立地景観ではあるが、温泉津湾の湾頭

近く、かつは銀山地区との幹線道沖泊街道の

起・終点を控えた好位置に陣取る点は注目され

よう。

寺域に存在する墓地は 3箇所あり、これらは

従前の分布調査において西念寺 3群、同 4群、

同 5群として記載された。中、 4群、 5群につ

いては一部を除いて平成18年度に悉皆的に調査

を行い、その成果については年度末に報告書を

刊行したところである。今年度は、 4群中未着

手であった歴代住持墓を収める第 4号窟と境内

南側の墓地 (3群）を調査した。ただし、 3群

については群中多数（総数約160基）を占める

方柱形墓標については時間的制約があり、これ

を後日に託した。以下、今次調査によってえら

れた成果とその意義を述べて総括としたい。

2)既述のように、西念寺幕地を特徴づける墓群

の様相は浅い岩窟に墓石を高密度に集積させて

いることである。これが伽藍配置にも見られる

ように、直接的には狭い谷底の平坦地と両側の

急峻な山裾を寺域としたことによる特異な方式

であることは明らかであるが、なお、その発想

のルーツを探ることも興味ある課題と考えられ

る。

この岩窟方式による埋葬構造は、個々の墓石

とその集合体を一親縁集団とその構成単位との

関係性において理解することを可能にする点で

益するところが大きいと考える。銀山地区の墓

地調査では、例えば山腹に刻まれた雛壇状の墓

区が一親縁集団によって占有されていたり、山

頂部の平坦部を独占的に利用する集団墓が見受

けられた。また、恵琥寺墓地の「廟所」式墓区

も同様な好例としてよい。今次、西念寺墓地の

場合もそうしたあり方をより鮮明に示している

と理解され、墓銘文から伝「松浦家」とか「高

津屋」といった具合に「00家」累代墓と認定

しえたことが貴重である。こうした諸例の積み
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重ねの中で石見銀山遺跡内における近世家族の

様態が浮かび上がってくるものと予測される。

3) 4群第 4号窟の悉皆調査も貴重な成果をもた

らしている。この無縫塔群が西念寺歴代住持の

奥津城であることは目視段階で知られたことで

あったが、悉皆調査によってその具体像がより

明確になったと考える。狭い岩窟内に墓塔が踵

を接するように立ち並ぶ様態から想定されたこ

とではあるが、その墓塔の制作状況からもこれ

らが墓地変遷のある時点で改塔・改葬・集積さ

れたことが事実として確定されたのであった。

そうした後世の人為による改変が行われたにも

かかわらず、墓塔型式が守られてその変遷をた

どることが可能であったし、なによりも開祖の

坐像が石殿に収められ、かつ岩窟の中央に置か

れている態は信仰にもっとも忠実な僧侶階層の

祭祀意識をうかがう手掛かりを提供するもので

あり、塔高差等から階層内での戦能による区別

が厳守されている様子も知られた。加えて、こ

の墓塔群中には「江戸」、「下総」で没した僧侶

のものが含まれていた。このことは広域交流地

としての石見銀山、とりわけ交流の一拠点で

あった温泉津地域の特性が宗教界に及ぶことを

示していて興味深い。

4)境内南部の 3群墓地では特記すべき成果とし

て「高津屋」なる墓区を確定したことを取り上

げる。この墓区は本堂に隣接する墓塔系墓石

（組合せ宝椀印塔・同五輪塔）を主体に笠付方

形墓標を合わせた一群である。当区は山裾を掘

り込んで平坦面を造成し、そこに列状に墓石を

立て並べている。墓石に刻まれた没年等の銘文

を寺所有の過去帳と照合したところこれら一群

が温泉津問屋衆であった「高津屋」のものと判

明した。時期的には17世紀後葉から18世紀中葉

にわたり、「高津屋」の繁栄期と重なることも

確認されている。

これらの調査結果は古文書部会との共同作業

によってえられたものであり、石見銀山遺跡の

今後の調査方法に関して示唆するところすこぶ

る大きい。古文書調査によれば「高津屋」は石

西益田に本拠を置く「増野」氏との関連もうか

がわれるが、その活動振りが石見銀山との関わ

りで明らかにされたことは近世石見地域におけ

る地域間交流のありようを探る上できわめて有

意義としてよいであろう。

考古学的には隆盛期「高津屋」一族が葬祭儀

において選択した墓石の形式が注意される。組

合せ宝簑印塔・同五輪塔は中世的形式の墓塔で

あり、その終焉は石見銀山地域ではおよそ近世

前半期とみられている。いわば流行が廃れつつ

ある時期にあえて伝統的な墓石形式を採用した

意図が那辺にあったのかが問われよう。このこ

とは石見銀山地域では初見の花岡岩製笠付方形

墓標の存在ともあわせて追究されるべき問題と

考える。

5)石殿が比較的多数見られたことは西念寺墓地

の一特徴で、それらのいくつかが「移し霊場」

の徴証として認識されたことに注目しておきた

い。類例は温泉津地区内に存在するらしく、今

後の調査に期することになろう。さらには、陶

製墓標が確認されたことも忘れられない。これ

は3群墓地の 4号窟に所在するが、類例は希少

でその分布に関心がもたれる。今岡稔氏の教示

によれば山間地の邑南町三日市崇聖寺境内墓地

にも存在するという。該墓標も幕末期のもので

西念寺例が近代初期の産物であることと符合す

る。製作地と採用者の閾明が課題となろう。

6)西念寺墓地の調査は 2ヶ年度にわたったので

あるが、実質の調査期間は種々の事情で制限さ

れ、完全を期すには至っていない。にもかかわ

らず、港湾町の奥津城に相応しい顕著な特性を

明らかにすることができた。また、古文書部会

との共同からえられた教訓は少なくない。関係

者の多大な尽力を多として筆を止めよう。

（田中）
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附編 文献資料からみた高津屋と温泉津西念寺

温泉津湊は銀山への物資の水揚げ港として繁栄

し、江戸期には水揚げされた物資を扱う多くの蔵

宿（問屋）が存在した。本論ではその中から西念

寺に墓石を残す高津屋の歴史について紹介する。

1 . 戦国時代の高津屋

高津屋について確認しうる最も古い記載は恵洸

寺旧記に見られる。この史料は、九州攻略で博多

にいた豊臣秀吉のもとへ向かった細川幽斎が、天

正15(1587)年 5月に温泉津へ立ち寄った際のこ

とを記す。史料自体は近世の成立であるが、その

内容についてはある程度事実を反映したものと評

価されている I)。この史料から有力町人らが幽斎

を歓迎した様子が伺えるが、多田・松浦・木下な

ど近世の温泉津町に続く町人の中に高津屋宗兵衛

という人物も入っている。

さて、高津屋は17世紀以降の西念寺過去帳など

から、増野氏を名乗っていたことがわかるが、増

野姓や高津屋という屋号から、戦国時代、益田を

本拠地とした益田氏の家老増野家の系譜ではない

かと想像される。石見国は永禄 5 (1562)年に毛

利氏によって平定されたが、温泉津には温泉津奉

行が置かれるなど、要港として重点的な支配が行

われていた。益田氏はその毛利氏へ服属したの

で、その家老にあった増野氏一族が温泉津と何ら

かの関わりを持っていた可能性はある。また、関

ヶ原の合戦後、上使として石見へ下向した大久保

長安が温泉津の中尾平左衛門を通じて益田元祥の

家老増野藤右衛門や宅野不休と連絡を取ってい

る2)ことからも、増野氏と温泉津との関わりが想

定されるのである。

近世以前における高津屋関連史料は今のところ

他に見つかっていないため、戦国時代の温泉津に

おける活動の様子はわからないが、近世初期の早

い段階で、高津屋は温泉津に屋敷を所持していた

らしい。慶長11(1606)年10月の温泉津屋敷安堵

銀付立写3)によれば、この時点で高津屋孫六とい

う人物の持つ屋敷地の税（宅地税）として24匁が

挙げられている。

また、この前年の慶長10年 6月付検地帳4)には

屋敷地 1畝 1歩を持つ孫六という人物がおり、高

津屋の可能性がある。さらに元和 5年 (1619) 5 

月の御公方曽木請相払方帳5)では益田から入荷し

た曽木の購人者が記録されているが、その中に 2

束購入の高津屋太郎右衛門が入っている。

これらの史料を見ると、屋敷地税も曽木購入量

も高津屋分は決して多いほうではない6)。慶長11

年の史料では高津屋の屋敷地に24匁が挙げられて

いると述べたが、他に銀 1枚、 2枚 (1枚=45

匁）以上で計上されている者も多くいるし、曽木

購入でも 10束単位で購人している者がいる。ま

た、慶長10年の検地帳についても同様である。

孫六と太郎右衛門の関係ははっきりしないが、

以上の点から慶長期の高津屋はまだそれほど大き

い家ではなかったと考えられ、問屋業を行ってい

たかどうかもわからない。前述の史料で屋敷地も

宅地税も多く、曽木の購入量も多いのは油屋・中

尾・中嶋・川村・松浦などといった人々である。

後述するが、彼らは初期温泉津町の中心となる老

中・問屋衆であった。

2. 問屋としての高津屋

高津屋が問屋として初めて登場するのは元和 5

(1619)年11月の温泉津水上り銀の納人に関する

史料である 7)。この史料は水上り銀（温泉津に水

揚げされた物資にかけられる通関税）について、

未進なく納入することや納入できなかった場合の

取り扱いについて、蔵方中（＝蔵宿／問屋）が申

し合わせ、手形として温泉津町老中へ宛てたもの

であるが、この蔵方中の一員として高津屋孫三も
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署名しており、この時点で高津屋が問屋を経営し

ていたことがわかる。

なお、このころの史料に元和 2 (1616)年12月

付の借銀証文8)がある。これは問屋衆の一人木村

氏から温泉津町が銀を借りているものである。そ

の中心となる油屋・中嶋・松浦・川村は近世初期

の温泉津の史料に頻出する温泉津町老中で、彼ら

は町を代表しての交渉事にあたったり、役銀を徴

収するなど、町の運営や管理に大きな役割を果た

していた。この老中 4人とともに12名（おそらく

は問屋などの有力町人であろう）が連署している

が、この中にはまだ高津屋は含まれていない。

その後17世紀末~18世紀にかけ、温泉津には港

への入船も増え、それに伴って問屋も増加したよ

うである。入船をめぐって問屋間の競争が激しく

なり、温泉津問屋中は宝永 4 (1707)年に入港し

た客船の取り扱いについて協定を定めている。こ

れにはおそらく温泉津の主要な問屋衆が連署して

いるものと考えられるが、連署している17名のう

ち、 3名が高津屋（五右衛門、源四郎、忠右衛

門）を称していた（最も多いのは油屋／多田氏の

4名）。しかし、宝永 4年に協定したにもかかわ

らず、抜けがけなどの違反者が出たため、温泉津

問屋中は享保 6(1721)年に改めて申し合わせを

作っている 9)が、この時には20名のうち 3名が高

津屋（五右衛門、六兵衛、又六）である。

さらに、これらより少し前の元禄 5 (1692)年

の屋敷絵図10)では、高津屋五右衛門が屋敷地を 3

筆、高津屋又右衛門が屋敷地を12筆所持してい

た。本家・分家含めた各家の総数としては油屋の

敷地が最も多いが、個人としては又右衛門の12筆

は最多である。 3で述べるが、又右衛門と五右衛

門は兄弟であることが判明しており、この後の宝

永 4年、享保 6年の定書の段階で高津屋が 3家に

なっていることからも、高津屋が分家により、次

第に経営規模を大きくしていっていることが伺え

る。また、このころには高津屋五右衛門が160石

積船をも所有していたらしい叫

しかし、宝永 4年、享保 6年と同様の定書が享

保18(1733)年にも定められている 12)が、高津屋

は全22名中、十郎兵衛の 1人のみである。この史

料でぱ油屋も 2名しかなく、福田屋、吉野屋、唐

津屋など見慣れない者が現れてくる。問屋への新

規参入が増え、一部の家系の独占的展開が困難に

なったのだろうか。いずれにせよ高津屋 3家のう

ち2家がどうなったのかははっきりしないが、以

後の史料上でも問屋としては出てこない。その代

わり 18世紀中頃～末にかけて代々温泉津町庄屋と

して増野重郎兵衛が老中多田氏（油屋）や中嶋氏

とともに見られ、高津屋は温泉津町の重立衆とし

て定着していたようである。また、釜屋間歩で有

名な安原伝兵衛の家系である安原家の由緒書13)に

よると、 7代目新兵衛の代（このころは邑智郡日

貫村在住）に高津屋の娘が嫁いでおり、高津屋の

広汎な活動が想像できる。

ただし、文化 7 (1810)年の客船帳では1797~

1802年の記録が残り、これによると高津屋は問屋

としての営業を継続していた。しかし、その件数

は油屋・木津屋（中嶋氏）などよりはるかに少な

く、問屋としてはその規模を縮小しつつあったと

いうことができるだろう。

3. 西念寺と高津屋

西念寺では現在、 17~18世紀ごろの代々の高津

屋の墓石が確認され、同寺の過去帳にも記録が

残っている。本章では過去帳と同寺住職の記録か

ら、西念寺と高津屋の関わりを考える。

西念寺には現在、永禄 4 (1561)年の開基以後

の過去帳と歴代の住職によって書き継がれてきた

西念寺記録が残されている。 36ページに西念寺過

去帳から起こした系図を載せた。

高津屋が過去帳に初めて登場するのは慶長15

(1610)年 5月の項で、「高津屋増野氏又右衛門先

祖」と書かれている。以後承応年間 (1652~54)

まではいずれも又右衛門先祖であり、その家系を
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たどることはできない。

初めて親族関係が明らかとなるのは、系図の最

初に載せている高津屋増野氏又右衛門祖父五右衛

門（明暦 2/1656年没）であり、ここまでいずれ

も高津屋又右衛門が記載の基準となっていること

から、初代又右衛門の時にその一族を西念寺檀家

としてまとめたのではないかと考えられる。初代

又右衛門の没年（享保 6/1721)から考えると、

その存命期がちょうど檀家制度の整備期（寛文年

間前後/1661~ 1672)であり、全国的に過去帳が

作成され始めた時期とも重複する。

一方、西念寺記録に高津屋が出てくるのが寛文

10 (1670)年頃高津屋六兵衛が西念寺へ田地を売

却したり、元禄10(1697)年頃に高津屋又右衛門

が補修費用として銀800目を出している記事であ

り、やはりこの頃から高津屋が西念寺と関わりを

持ち始めたと言えるだろう。以後も六兵衛と又右

衛門は寄附、鳥居の建立など特に18世紀初頭には

寺の発展に貢献しているが、ちょうどこの時期は

2で述べたように、高津屋の発展期でもあったよ

うである。

ところで、西念寺記録の宝永 3Cl 706)年の記

事では「又右衛門病身のため（中略）同兄五右衛

門」という記載があり、五右衛門と又右衛門が兄

弟であることが判明する。時期から考えてこの兄

弟は第 2章の元禄 5(1692)年の屋敷絵図で取り

上げた、高津屋五右衛門と又右衛門であろう。そ

う考えると 2で高津屋は分家しながら経営規模を

拡大していったと推定したが、このうち西念寺の

檀家となったのは五右衛門・又右衛門の一族だっ

たのではないだろうか。後の源四郎・重郎兵衛も

同じ家系かもしれないが、その関係は今のところ

はっきりしない。

重郎兵衛以後の高津屋に関する記述は西念寺記

録にはなく、過去帳においても次第に減ってい

く。近世後期における動向についての分析は、今

後の課題となるであろう。

（中木）

（註）

1 温泉津町恵洸寺所蔵。『温泉津町誌 上巻』 (1994年）

P.683 

2 『益田町史上巻』 (1952年）ほか

3 多田家文書（『温泉津町誌 資料編』 P.80)

4 石州仁万郡温泉津村御縄帳（多田家文書、『温泉津町

誌 資料編』 P.73、石見銀山歴史文献調査団編『近

世初期石見銀山史料集』 2006年 3月などに翻刻され

ている）

5 多田家文書

6 田中圭一「記録に見る石見銀山」（『近世初期石見銀

山史料集』）所収の表による。

7 多田家文書（『近世初期石見銀山史料集』所収）

8 多田家文書（『近世初期石見銀山史料集』所収）

9 宝永 4年、享保 6年の定書とも多田家文書（『温泉津

町誌中巻』 P.158など）

10 『1999温泉津ー伝統的建造物群保存対策調査報告

書ー』 (1999年）

11 多田家文書

12 多田家文書（『温泉津町誌 資料編』 P.195)

13 安原家文書（石見銀山歴史文献調査団編『安原備中

関連史料集』 2007年 3月に所収）
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高津屋又右衛門祖父五右衛門

明暦2(1656)没

又右衛門父

延宝2(1674)没

又右衛門母

万治2(1659)没

又右衛門先妻ヲイモ 初代又右衛門

天和4(1684)没 享保6(1721)没

又右衛門後妻ヲキチ

元緑12(1699)没

※又六母

妙貞尼

※又六伯母

娘 子娘娘娘娘娘娘娘

1676没 1676没 1681没 1682没 1693没 1699没 1700没 1704没 1720没

二代目又右衛門妻

明和元(1764)没

又六のち二代目又右衛門

享俣18(1733)没

子

1722没

子

1723没

子

1724没

喜右衛門のち善貞 ヲキチ

朋和3(1766)没

娘

1748没

利平太

-----------------・-------------・-----・-------------------------・-----------------------------------------------------------・---・-------------・-----------・ ー・-----------・一•一・---------・--

五右衛門養父六兵衛

延宝6(1678)没
養母イネ

元緑 7(1694)没

源四郎

享俣 4(1719)没

ヲスメ

享保元(1716)没

六兵衛父五右衛門

宝永 3(1706)没

ゥ・ 六兵衛 子

1671没

六兵衛母

享保5(1720)没

又太郎

六兵衛妹

1720没

重郎兵衛

享保20(1735)没

ヲクメ

享俣20(1735)没

娘

1705没

娘

1716没

娘

1720没

兄徳右衛門

寛延元(1748)没

吉之丞のち十郎兵衛
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